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平成 31年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅱ ２ 第２学年 
CROWN 

English Communication II 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 多様なトピックやテーマに関する内容の英文を、様々な形の文章を通じて読むことにより、思考力や

表現力を養います。英語の学習を通じ、様々な話題に対して自ら考え、判断し、表現する力を身につけ

ていきましょう。文法項目については、中学校やコミュニケーション英語Ｉでの既習事項を反復的に扱

い、知識や文法の定着を図ります。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第２学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅱ」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

聞いたり読ん
だししたこと
について、相
手に伝わるよ
うに話すこと
ができる。 

コ ミ ュ
英Ⅱ 
デ ィ ス
カ ッ シ
ョン 

聞いたり読んだ
りしたこと、学
んだことについ
て、まとまりの
ある文章を書く
ことができる。 

コ ミ ュ
英Ⅱ 
定 期 テ
スト 

物事に関する
紹介や報告、対
話などを聞い
て、情報をとら
えることがで
きる。 

コ ミ ュ
英Ⅱ 
リ ス ニ
ン グ テ
スト 

説明、評論、
物語などを
精読して、
要点や詳細
をとらえる
ことができ
る。 

コ ミ ュ
英Ⅱ 
音 読 テ
スト 
定 期 考
査 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

・他の生徒のクラス発表に対

して、質問させる。 

・理解できないところや聞き

取れないところを質問した

り、聞き返したりして理解

しようとしている。 

・読んだ内容について、自分

自身の意見や感想を述べさ

せる。 

・話の展開を意識して、重要

なポイントを明確に読むこ

とができる。 

・伝えたい内容に応じて語句

や表現を選択し、適切に書

くことができる。 

・学んだ内容について概要や

要点を把握することが出来

る。 

・英問英答を口答や記述で行

う。 

・英文のテーマに関連する知

識や文化などを調べさせ、

それについて自分自身の意

見や考えを表現させる。 

・各レッスンで学習した文法

事項を意識し、反復的練習

を行い、定着を図る。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson １ 

( ６時間) 

＜冒険・生
き方＞ 
Around the 
World on a 
Bike 
・劇作家・
平田オリザ
が１６歳の
ときに、決
意したアメ
リカ・ヨー
ロッパへの
自転車一人
旅 を 通 し
て、その後
の人生に与
えた影響に
ついて考え
る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・若いときに行う冒険

旅行について、積極

的に話し合ったり、

意見の交換をしてい

る。 

・若いときに行う冒険旅

行ついて、積極的にペ

アで意見を伝え合う。 

・若いときに行う冒険

旅行について、積極

的に話し合ったり、

意見の交換をしてい

る。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・正しいリズムやイン

トネーションを用い

て話すことができる。 

・筆者が外国のいろい

ろな国で感じた思い

を汲み取りながら読

む 

・セクションごとに関連

した画像や行程図など

を見ながら本文を読

み、内容について英語

で書く。 

・正しいリズムやイン

トネーションを用い

て話すことができ

る。 

・筆者が外国のいろい

ろな国で感じた思い

を汲み取りながら読

む 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語理解の能力」 

・筆者が高校時代に実

行した世界自転車旅

行で訪れた国々の人

たちを通して経験で

きたことを正しく読

み取る。 

・セクションごとに関連

した画像や行程図など

を見ながら本文を読み、

内容を理解する。 

・筆者が高校時代に実

行した世界自転車旅

行で訪れた国々の人

たちを通して経験で

きたことを正しく読

み取ることができ

る。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・関係代名詞の非制限

用法、不定詞の意味上

の主語、動名詞の意味

上の主語を理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・関係代名詞の非制限

用法、不定詞の意味

上の主語、動名詞の

意味上の主語を理

解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて知識が

身に付いているか

を判断する。 

Lesson ２ 

( ６時間) 

＜ 伝 統 文
化・生き方
＞ 
Into 
Unknown 
Territory 
・史上最強
といわれる
羽生善治の
勝 負 観 か
ら、さらに
は人生哲学
に触れる。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

（本単元については設

定しない） 

・ペアで実際にインタビ

ューをしているような

雰囲気を出して読む。 

（本単元については

設定しない） 

 

「外国語表現の能力」 

・「我慢強さは将棋だけ

でなく、人生について

も当てはまる」という

意見について、自分の

考えを書く。 

・Your Reaction を利用

して、「我慢強さは将棋

だけでなく、人生につ

いても当てはまる」と

いう意見について簡潔

にまとめる。 

・「我慢強さは将棋だ

けでなく、人生につ

いても当てはまる」

という意見につい

て、自分の考えを書

くことができる。 

・ワークシートを提出

させて、その内容を

取組状況の判断材

料として活用する。 

「外国語理解の能力」 

・羽生善治棋士の将棋

に対する姿勢を正し

く読み取る。 

・セクション毎に、ワー

クシートに基づいて内

容を理解する。 

・羽生善治棋士の将棋

に対する姿勢を正

しく読み取ること

ができる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・関係副詞の非制限用

法、受け身・否定の

分詞構文、

SVO(O=whether 節)

を理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・関係副詞の非制限用

法、受け身・否定の

分詞構文、

SVO(O=whether

節)を理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて知識が身に付

いているかを判断す

る。 



 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ３ 

( ６時間) 

＜探求・科
学・歴史＞ 
OOPARTS 
・世の中に
は、過去に
おける当時
の技術では
考えられな
い「不思議
な人工物」
がある。そ
の存在につ
いて知る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・読んだ内容について、

意見や感想を述べ

る。 

・セクションごとの内容

に対する意見や感想に

ついて、述べるための

キーワードを、メモに

とる。 

・読んだ内容につい

て、意見や感想を述

べることができる。 

・ワークシートを提出

させて、その内容を

取組状況の判断材

料として活用する。 

・ペアやグループでの

言語活動を観察す

る。 

「外国語表現の能力」 

・「科学で説明できない

もの」の存在につい

て、聞き手を意識しな

がら、自分の考えを分

かりやすく話すこと

が出来る。 

・Your Reaction を利用

して、「科学では説明す

ることができないも

の」について簡潔にま

とめる。 

・「科学で説明できな

いもの」の存在につ

いて、聞き手を意識

しながら、自分の考

えを分かりやすく

話すことが出来る。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断

する。 

「外国語理解の能力」 

・それぞれのオーパー

ツが存在したその地

域や年代を考えなが

ら、適切に読み取る。 

・セクション毎に関連し

た画像などを見なが

ら、それぞれのオーパ

ーツに関する内容を理

解する。 

・それぞれのオーパー

ツが存在したその地

域や年代を考えなが

ら、適切に読み取る

ことができる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・それぞれのオーパー

ツが存在した各地域

のその当時の文明

が、どのようなもの

であったかを知る。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・それぞれのオーパー

ツが存在した各地

域のその当時の文

明が、どのようなも

のであったかを知

る。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて知識が身に付

いているかを判断す

る。 

Lesson ４ 

( ６時間) 

＜ 国 際 協
力・医療＞ 
Crossing 
Border 
・「国境なき
医師団」に
参加した貫
戸朋子医師
の活動を通
じて、国際
協力につい
て考える。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・国際協力について、

積極的に話しあった

り、意見の交換をす

る。 

・セクションごとの内容

に対する意見や感想に

ついて、述べるための

キーワードを、メモに

とる。 

・国際協力について、

積極的に話しあっ

たり、意見の交換が

できる。 

・ワークシートを提出

させて、その内容を

取組状況の判断材

料として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・「内戦状態の地で、貫

戸医師が死にそうな

子どもにたいしてと

った判断」について、

自分の考えを簡潔に

発表する。 

・Your Reaction を利用

して、内容に対する感

想や、発表するための

キーワードをメモす

る。 

・「内戦状態の地で、

貫戸医師が死にそ

うな子どもにたい

してとった判断」に

つて、自分の考えを

簡潔に発表できる。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

り組み状況の判断

材料とする。 

「外国語理解の能力」 

・貫戸医師の伝えたい

思いを聞く。 

・セクションごとに音声

を聞き、貫戸医師のメ

ッセージを、ワークシ

ートにメモする。 

・貫戸医師の伝えたい

思いを聞き取ること

ができる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・不定詞＋前置詞、完

了進行形、強調構文

を理解する。 

・国際協力の具体的な

実情を知る。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・不定詞＋前置詞、完

了進行形、強調構文

を理解している。 

・国際協力の具体的な

実情を知る。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて知識が

身に付いているか

を判断する。 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ５ 

( ６時間) 

＜言語・民
族＞ 
Saving 
Cherokee 
・18c～19c、
アメリカ東
部に居住す
るチェロキ
ーの母語を
守る闘いを
通して、任
族にとって
母語を失わ
ないことの
意味を考え
る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・民族にとって言語と

は何かについて、自

分の考えを積極的に

話す。 

・セクションごとの内容

に対する意見や感想に

ついて、述べるための

キーワードを、メモに

とる。 

・民族にとって言語と

は何かについて、自

分の考えを積極的

に話すことができ

る。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

り組み状況の判断

材料とする。 

「外国語表現の能力」 

・「危機に瀕した言語を

救うために何ができ

るか」について、調

査などをもとに適切

に書く。 

・Your Reaction を利用

して、内容に対する感

想や、発表するための

キーワードをメモす

る。 

・「危機に瀕した言語

を救うために何が

できるか」につい

て、調査などをもと

に適切に書くこと

ができる。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

り組み状況の判断

材料とする。 

「外国語理解の能力」 

・国の同化政策によっ

て、絶滅しかけたチェ

ロキー語がどのよう

にして守られてきた

か、その経緯を読み取

る。 

・セクション毎に関連し

た画像などを見なが

ら、危機に瀕した言語

に関する内容について

理解する。 

・国の同化政策によっ

て、絶滅しかけたチ

ェロキー語がどのよ

うにして守られてき

た、その経緯を正し

く読み取ることがで

きる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・複合関係詞、不定詞

の完了形、比較級＋

than＋S＋V を理解

する。 

 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・複合関係詞、不定詞

の完了形、比較級＋

than＋S＋V を理解

している。 

 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて知識が身に付

いているかを判断す

る。 

Lesson ６ 

( ６時間) 

＜ 伝 統 文
化・歴史＞ 
Ashura-A 
statue with 
Three 
Faces 
・興福寺・
阿修羅像の
魅力を探る
とともに、
奈良時代の
東洋と西洋
の交流につ
いて知る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・読んだ内容について、

意見や感想を述べ

る。 

・セクションごとの内容

に対する意見や感想に

ついて述べるためのキ

ーワードを、メモにと

る。 

・読んだ内容につい

て、意見や感想を述

べることができる。 

・ペアワークなどの活

動を判断材料の参

考とする。 

「外国語表現の能力」 

・「癒しや浄罪を求めて

阿修羅に祈ることは

迷信だ」という意見

について、自分の考

えを整理して書く。 

・Your Reaction を利用

して、内容に対する感

想や、発表するための

キーワードをメモする 

・「癒しや浄罪を求め

て阿修羅に祈るこ

とは迷信だ」という

意見について、自分

の考えを整理して

書くことができる。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

り組み状況の判断

材料とする。 

「外国語理解の能力」 

・阿修羅像の歴史、作

られ方、古代ギリシ

ア等の影響を読み取

る・ 

・セクション毎に関連し

た画像などを見なが

ら、阿修羅像に関する

内容について理解す

る。 

・阿修羅像の歴史、作

られ方、古代ギリシ

ア等の影響を正し

く読み取る・ 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・結果を表す不定詞、

倒置、無生物主語の

他動詞構文を理解す

る。 

・本文中で用いられている

意味や用法を確認する。 

・結果を表す不定詞、

倒置、無生物主語の

他動詞構文を理解

している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて知識が

身に付いているか

を判断する。 



 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ７ 

( ６時間) 

＜発明・環
境・共生＞ 
Why 
Biomimicry? 
・新素材・新
技術を動植
物から学ぶ
「バイオミ
ミクリー」を
通して、自然
との共生に
ついて考え
る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・環境問題についての

自分の考えを、間違

えることを恐れずに

話す。 

・セクションごとの内容

に対する意見や感想に

ついて述べるためのキ

ーワードを、メモにと

る。 

・環境問題についての

自分の考えを、間違

えることを恐れず

に話すことができ

る。 

・ペアワークやグルー

プ活動での言語活

動を観察し、取組状

況の判断材料とす

る。 

「外国語表現の能力」 

・「私たちは、自然を支

配するというよりも

自然と共に生きるべ

きである」という意

見について、自分の

考えを理由と共に明

確に書く。 

・Your Reaction を利用

して、内容に対する感

想や、発表するための

キーワードをメモする 

・「私たちは、自然を

支配するというよ

りも自然と共に生

きるべきである」と

いう意見について、

自分の考えを理由

と共に明確に書こ

とができる。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

り組み状況の判断

材料とする。 

「外国語理解の能力」 

・動植物に学ぶバイオ

ミミクリーが最近注

目されている背景

を、適切に読み取る。 

・セクション毎に関連し

た画像などを見なが

ら、環境問題やバイオ

ミミクリーに関する内

容について理解する。 

・動植物に学ぶバイオ

ミミクリーが最近

注目されている背

景を、適切に読み取

ることができる。。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・仮定法現在、if 節の

ない仮定法、未来に

関する仮定法を理解

する。 

・本文中で用いられている

意味や用法を確認する。 

・仮定法現在、if 節の

ない仮定法、未来に

関する仮定法を理

解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて知識が身に付

いているかを判断す

る。 

Lesson ８ 

( ６時間) 

＜平和・社会
貢献＞ 
Working 
against the 
Clock 
・世界では多
くの人が地
雷の犠牲に
にあってい
る。ロボット
による地雷
除去活動を
通じて、平和
の大切さ、世
界へ貢献す
ることの重
要性を学ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・平和への取り組みに

ついて、積極的に話

し合ったり、意見の

交換をする。 

・セクションごとの内容

に対する意見や感想に

ついて述べるためのキ

ーワードを、メモにと

る。 

・平和への取り組みに

ついて、積極的に話

し合ったり、意見の

交換をしている。 

・ペアワークやグルー

プ活動での言語活動

を観察し、取組状況

の判断材料とする。 

「外国語表現の能力」 

・「地雷や爆弾がある国

の問題について、日

本がなぜ心配するの

かわからない」とい

う意見について、自

分の考えを整理し

て、述べる。 

・Your Reaction を利用

して、内容に対する感

想や、発表するための

キーワードをメモする 

・「地雷や爆弾がある

国の問題について、

日本がなぜ心配す

るのかわからない」

という意見につい

て、自分の考えを整

理して、述べる。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

り組み状況の判断

材料とする。 

「外国語理解の能力」 

・広瀬教授の地雷除

去ロボットが、現地

で受け入れら得るま

での工夫を適切に読

み取る。 

・セクション毎に関連し

た画像などを見なが

ら、世界の地雷の問題

や日本人による地雷除

去活動に関する内容に

ついて理解する。 

・広瀬教授の地雷除去

ロボットが、現地で

受け入れら得るまで

の工夫を適切に読み

取ることができる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・完了の分詞構文、受

け身の進行形、S＋is

＋C(C=whether 節)

を理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・完了の分詞構文、受

け身の進行形、S＋

is＋C(C=whether

節)を理解してい

る。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて知識が身に付

いているかを判断す

る。 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ９ 

( ６時間) 

＜自然科学・
宇宙＞ 
The Long 
Voyage Home 
・「はやぶさ」
の苦難の期間
をたどりなが
ら、困難に屈
さずに前進す
ることの大切
さを学ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

（本単元については設

定しない） 

・読んだ内容について、

意見や感想を述べる。 

（本単元については

設定しない） 

 

「外国語表現の能力」 

・「はやぶさは成功した

が、私たちの日常生活

にはあまり役立たな

い」という意見につい

て、自分の考えを理由

などと共に書く。 

・Your Reaction を利用

して、内容に対する感

想や、発表するための

キーワードをメモす

る 

・「はやぶさは成功し

たが、私たちの日常

生活にはあまり役

立たない」という意

見について、自分の

考えを理由などと

共に書くことがで

きる。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取り組み状況の

判断材料とする。 

「外国語理解の能力」 

・「はやぶさ」のプロジ

ェクトが最終的に成

功した要因を適切に

読み取る。 

・セクション毎に関連し

た画像などを見なが

ら、「はやぶさ」に関

する内容について理

解する。 

・「はやぶさ」のプロ

ジェクトが最終的

に成功した要因を

適切に読み取るこ

とが出来る。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、内

容理解を問う出題

により、内容理解が

できているかを判

断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・独立分詞構文、未来

進行形、未来完了形

を理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認

する。 

・独立分詞構文、未

来進行形、未来完

了形を理解してい

る。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストの筆記テ

ストにおいて知識

が身に付いている

かを判断する。 

Lesson 10 

( ６時間) 

＜ 手 紙 ・ 家
族・歴史＞ 
Grandfather’s 
letters 
・家族愛のこ
もった絵手紙
に触れ、メー
ルにはない手
紙の良さにつ
いて考える。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・メールと違う、手紙

が持つ良さについ

て、積極的に話し合

ったり、意見の交換

をする。 

・セクションごとの内容

に対する意見や感想

について述べるため

のキーワードを、メモ

にとる。 

・メールと違う、手

紙が持つ良さにつ

いて、積極的に話

し合ったり、意見

の交換をすること

ができる。 

・ペアワークやグル

ープワークでの言

語活動を観察し、

取り組み状況の判

断材料とする。 

「外国語表現の能力」 

・「メールの利点には手

紙以上の価値があ

る」という意見につ

いて、自分の考えを

わかりやすく書く。 

・Your Reaction を利用

して、内容に対する感

想や、発表するための

キーワードをメモす

る 

・「メールの利点には

手紙以上の価値が

ある」という意見

について、自分の

考えをわかりやす

く書くことが出来

る。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取り組み状況の

判断材料とする。 

「外国語理解の能力」 

・メールとは違った手

紙独特の良さはどこ

から来るのか、適切

に読み取る。 

・セクション毎に関連し

た画像などを見なが

ら、手紙の良さについ

ての内容を理解する。 

・メールとは違った

手紙独特の良さは

どこから来るの

か、適切に読み取

ることができる。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、内

容理解を問う出題

により、内容理解が

できているかを判

断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・不定詞の受け身、動

名詞の受け身を理解

する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・不定詞の受け身、

動名詞の受け身を

理解している 

・言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストの筆記テ

ストにおいて知識

が身に付いている

かを判断する。 


